
板書計画（例）

外国を理解するための視点を学び，かん国をより深く知ろう！
かん国のイメージをもっともっとうまく表現できるようになろう！

・ 韓国に関する具体的な出来事と，その視点をセットで考えていきます。
・ （１時）資料1～2を示しながら，日本（身近な生活，社会科学習）で学んでいる韓国を書きます（黒板左）。

かっこ内の視点は２時間目の草原先生の説明にあわせて追記します（黒板左・中央）。
・ （２時）韓国で学ばれている日本を書きます（黒板中央）。韓国の児童や先生との対話（質問や質問の視点，回答）を書きます（黒板右）。
・ 板書は，クラスの実態に応じて，アレンジをお願いします。

身近な生活のなかのかん国

社会科学習のなかのかん国

○かん国で学んでいる日本 ○かん国の友だち・先生との対話

日本からの質問

→（かん国からの答え）

視点
・大統領がやめさせられた（政治）
・スマホを作る会社がある（経済）
・毎日２便の飛行機が飛ぶ（社会）

・漢字や仏教が伝わった（文化）
・秀吉が朝鮮半島で戦争をした（政治）
・韓国を植民地支配した（政治）
・寒いのでオンドルで家を温める（地理）

○日本で学んでいるかん国

・ラーメン，すし，プリン（文化）
・しんちゃん，ドラえもん（文化）
・経済的，技術的に発展した国
・韓国を植民地支配した国
（政治・歴史）
・三国時代に文化交流した国
（政治・歴史）

クラスで作った問い

かん国からの質問

→（日本からの答え）
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